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令
和
４
年

第
4
回
定
例
会

村
長
あ
い
さ
つ
（
要
旨
）

　

令
和
4
年
第
4
回
定
例
会
は
、
去
る
12
月
7
日
に
招
集
さ
れ
14
日
ま
で
の
会
期
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
提
出
さ
れ
た
案
件
は
報
告
事
項
1
件
、
条
例
の
制
定
3
件
、
条
例
改
正

4
件
、
広
域
連
合
等
の
規
約
変
更
2
件
、
補
正
予
算
5
件
、
陳
情
1
件
で
、
慎
重
審
議

の
結
果
、
原
案
の
と
お
り
承
認
、
可
決
、
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
、
9
人
の
議
員
か
ら
村
政
に
対
す
る
意
見
や
質
問
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

し
て
も
、
大
変
な
一
年
と
な
り
ま
し

た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
状
況
の

中
、
青
木
村
で
は
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対

応
型
ワ
ク
チ
ン
の
集
団
接
種
を
10
月

下
旬
か
ら
開
始
し
ま
し
た
。
11
月
ま

で
に
計
7
日
間
実
施
し
、
全
国
的
に

は
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
ワ
ク
チ
ン
接

種
率
が
伸
び
悩
ん
で
い
る
中
、
4
回

目
、
5
回
目
の
接
種
対
象
者
の
約

80
％
、
2
2
0
0
人
の
方
に
接
種

を
受
け
て
頂
き
ま
し
た
。
今
後
は
、

ひ
き
続
き
青
木
診
療
所
で
の
個
別
接

　
今
年
は
、
7
月
以
降
の
不
安
定
な

天
候
に
よ
り
、
農
産
物
の
生
育
に
影

響
が
あ
り
ま
し
た
が
、
台
風
な
ど
大

型
の
自
然
災
害
が
少
な
い
年
で
し

た
。

　
し
か
し
、
3
年
目
と
な
る
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
は
第

8
波
へ
と
長
期
化
し
、
今
年
は
さ
ら

に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
や
円
安
の
進
行

に
伴
う
原
材
料
、食
糧
、エ
ネ
ル
ギ
ー

な
ど
の
価
格
高
騰
、
世
界
的
な
異
常

気
象
等
々
、
社
会
経
済
状
況
に
深
刻

な
影
響
が
生
じ
、
村
民
の
皆
さ
ん
に

と
り
ま
し
て
も
村
行
政
と
い
た
し
ま

種
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
人
の
移
動
が
多
く
な

る
年
末
年
始
に
か
け
て
、
新
型
コ
ロ

ナ
の
さ
ら
な
る
感
染
拡
大
と
、
季
節

性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
の
同
時
流

行
が
懸
念
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
第
7
波
の
感
染
拡
大
が
始
ま
っ

た
8
月
以
降
、
村
で
は
抗
原
検
査

キ
ッ
ト
を
購
入
し
、
感
染
拡
大
の
た

め
感
染
の
心
配
が
あ
る
村
民
の
方

に
対
し
て
配
布
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。

　

国
の
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を

活
用
し
た
村
独
自
の
コ
ロ
ナ
対
策

事
業
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
は
、
電

気
・
ガ
ス
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
食

料
品
な
ど
の
物
価
高
騰
等
の
影
響

を
受
け
て
い
る
方
や
事
業
者
に
対

し
て
、
緊
急
的
か
つ
重
点
的
に
支
援

を
す
る
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の

重
点
支
援
交
付
金
が
創
設
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
に
対
応
し
て
村
が
追

加
し
て
支
援
を
行
う
事
業
に
つ
い

て
、
10
月
21
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た

議
会
全
員
協
議
会
に
お
い
て
詳
細

を
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
取
り
組

み
の
内
容
が
緊
急
的
、
重
点
的
に
行

う
事
業
で
あ
る
こ
と
か
ら
同
日
付

で
専
決
に
て
補
正
予
算
を
編
成
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
11
月
末
現

在
、
17
事
業
、
1
億
7
8
5
6
万

円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

来
年
度
の
予
算
編
成
作
業
に
入

る
わ
け
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

を
受
け
大
変
厳
し
い
中
で
の
作
業

に
な
り
ま
す
。
令
和
5
年
度
は
第
6

次
長
期
振
興
計
画
前
期
基
本
計
画

の
2
年
目
で
あ
り
、「
笑
顔
あ
ふ
れ

る
村
づ
く
り
」
計
画
の
実
現
に
全
力

で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
来
年

度
も
今
年
度
に
引
き
続
き
コ
ロ
ナ

禍
の
影
響
で
、
各
種
税
金
、
使
用
料

な
ど
の
猶
予
申
請
も
さ
ら
に
増
え

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

歳
入
の
落
ち
込
み
は
避
け
ら
れ
な

い
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
最
優
先
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

と
、
こ
の
痛
み
を
受
け
た
、
ま
た
受

け
る
で
あ
ろ
う
村
民
の
皆
さ
ん
へ

の
公
平
、
平
等
な
対
策
を
行
う
こ
と

で
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
創

意
と
工
夫
で
最
大
の
効
果
が
得
ら

れ
る
よ
う
職
員
の
英
知
を
結
集
し

て
、
元
気
で
豊
か
な
村
づ
く
り
、
日

本
一
住
み
た
い
村
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
い
ず
れ
に
し

ま
し
て
も
厳
し
い
財
政
状
況
の
中

で
は
あ
り
ま
す
が
、
村
民
の
皆
さ

ん
が
将
来
に
夢
を
持
て
る
先
々
を

見
通
し
た
施
策
を
ス
ピ
ー
ド
感
を

も
っ
て
、
年
々
増
え
る
社
会
保
障
へ

の
対
応
を
図
り
な
が
ら
、
単
に
金
額

だ
け
で
な
く
内
容
が
充
実
し
た
予

算
編
成
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
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職
定
年
の
導
入
、
定
年
前
再
任
用

短
時
間
勤
務
制
を
導
入
す
る
等
の

改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

議
案
第
3
号

地
方
公
務
員
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整

備
に
関
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
　
職
員
の
定
年
引
上
げ
の
制
度
を

整
え
る
た
め
の
法
律
の
改
正
に
伴

い
、
関
係
す
る
条
例
の
整
備
を
行

う
た
め
制
定
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
4
号

青
木
村
個
人
情
報
保
護
法
施
行
条
例

に
つ
い
て

　
　
条
例
で
規
定
し
て
い
た
個
人
情

報
の
取
扱
い
が
、
法
律
に
よ
り
規

定
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
条
例
に

委
任
さ
れ
る
事
項
等
に
つ
い
て
整

備
す
る
た
め
条
例
を
制
定
す
る
も

の
で
す
。

議
案
第
5
号

青
木
村
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護

審
査
会
条
例
に
つ
い
て

　
　
個
人
情
報
保
護
法
施
行
条
例
の

施
行
に
伴
い
、
所
掌
事
項
が
追
加

さ
れ
る
こ
と
を
受
け
、
設
置
の
根

拠
や
所
掌
事
務
等
を
規
定
す
る
た

め
条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
6
号

青
木
村
公
園
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

報
告
第
1
号

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て

○
令
和
4
年
度
青
木
村
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
3
号
）

　
　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
5
9
3
4

万
8
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を
32

億
1
7
8
7
万
9
千
円
と
す
る
も

の
で
、
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の

重
点
支
援
交
付
金
が
創
設
さ
れ
た

こ
と
等
に
伴
い
、
生
活
応
援
券
の

配
布
等
の
支
援
事
業
を
行
う
も
の

で
す
。

議
案
第
1
号

一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
　
人
事
院
勧
告
及
び
長
野
県
人
事

委
員
会
に
お
い
て
示
さ
れ
た
勧
告

に
基
づ
き
、
一
部
を
改
正
す
る
も

の
で
、
国
、
県
が
実
施
す
る
給
与

制
度
の
見
直
し
を
踏
ま
え
、
民
間

の
給
与
水
準
と
の
均
衡
を
維
持
し

つ
つ
実
施
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
2
号

職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
　
法
律
の
改
正
に
伴
い
、
職
員
の

定
年
年
齢
を
60
歳
か
ら
65
歳
ま
で

段
階
的
に
引
き
上
げ
る
ほ
か
、
役

報
告
事
項

議
　
案

　
　

個
人
情
報
の
管
理
に
つ
い
て
、

条
例
の
廃
止
に
伴
い
、
法
律
に
基

づ
く
管
理
と
す
る
よ
う
条
例
を
改

正
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
7
号

青
木
村
印
鑑
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

　
　
令
和
5
年
4
月
か
ら
印
鑑
登
録

証
明
書
・
住
民
票
・
税
証
明
の
コ

ン
ビ
ニ
交
付
の
サ
ー
ビ
ス
を
開
始

す
る
た
め
条
例
を
改
正
す
る
も
の

で
す
。

　
　
　
反
対
討
論

　
　
　
　
　
　
　
坂
井　
弘
議
員

議
案
第
8
号

上
田
地
域
広
域
連
合
規
約
の
変
更
に

つ
い
て

　
　
規
約
で
定
め
て
い
る
広
域
計
画

の
項
目
の
変
更
、
斎
場
の
利
用
区

域
の
廃
止
に
伴
い
規
約
を
変
更
す

る
も
の
で
す
。

議
案
第
9
号

東
北
信
市
町
村
交
通
災
害
共
済
事
務

組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

　
　

組
合
の
事
務
所
の
位
置
を
長
野

市
か
ら
東
御
市
に
移
転
す
る
こ
と

に
伴
い
規
約
を
変
更
す
る
も
の
で

す
。

議
案
第
10
号

令
和
4
年
度
青
木
村
一
般
会
計
補
正

予
算（
第
4
号
）に
つ
い
て

　
　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
3
3
9
8

万
9
千
円
を
追
加
し
総
額
を
32

億
5
1
8
6
万
8
千
円
と
す
る
も

の
で
す
。
歳
入
で
は
新
型
コ
ロ
ナ

ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制
確
保
事
業
費

1
0
4
6
万
9
千
円
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
交
付
事
務
費
補
助
金

2
2
1
万
7
千
円
、
一
般
寄
附
金

1
1
9
万
9
千
円
、
前
年
度
繰

越
金
1
0
6
0
万
6
千
円
の
増
が

主
な
も
の
で
、
歳
出
で
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
予
防
接
種
事
業
費

委
託
料
7
5
3
万
6
千
円
、
松

3
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す
る
も
の
で
、
国
道
改
良
に
伴
う

水
道
管
布
設
替
工
事
の
た
め
の
県

の
負
担
金
で
す
。

議
案
第
14
号

令
和
4
年
度
青
木
村
特
定
環
境
保
全

公
共
下
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
に

つ
い
て

　
　
収
益
的
支
出
を
2
4
6
万
円
追

加
し
、
総
額
を
2
億
2
3
5
8
万

5
千
円
と
す
る
も
の
で
、
処
理
場

の
光
熱
水
費
と
脱
水
汚
泥
処
理
委

託
料
の
増
が
主
な
も
の
で
す
。

陳
情
第
1
号

安
全
・
安
心
の
医
療
・
介
護
実
現
の

た
め
人
員
増
と
処
遇
改
善
を
求
め
る

陳
情
書
に
つ
い
て

　
　
医
療
・
介
護
現
場
に
お
け
る
人

員
確
保
、
処
遇
改
善
等
を
求
め
る

意
見
書
を
国
に
提
出
す
る
よ
う
求

め
る
陳
情
で
す
。

く
い
被
害
拡
大
防
止
事
業
2
9
1

万
円
、
図
書
館
駐
車
場
造
成
工
事

1
0
4
8
万
3
千
円
の
増
な
ど
が

主
な
も
の
で
す
。

議
案
第
11
号

令
和
4
年
度
青
木
村
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

　
　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
16
万
5

千
円
を
追
加
し
総
額
を
5
億

8
0
0
0
万
9
千
円
と
す
る
も
の

で
、
電
算
シ
ス
テ
ム
の
改
修
を
行

う
も
の
で
す
。

議
案
第
12
号

令
和
4
年
度
青
木
村
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

　
　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
16
万
5
千

円
を
追
加
し
総
額
を
5
億
5
0
7

　
7
万
4
千
円
と
す
る
も
の
で
、
電

算
シ
ス
テ
ム
の
改
修
を
行
う
も
の

で
す
。

　
議
案
第
13
号

令
和
4
年
度
青
木
村
簡
易
水
道
事
業

会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

　
　

収
益
的
支
出
は
24
万

7
千
円
追
加
し
、
総

額
を
1
億
7
9
0
9
万

円
と
す
る
も
の
で
、
人

事
異
動
等
に
伴
う
人

件
費
で
す
。
資
本
的
収

入
は
7
5
6
万
2
千
円

追
加
し
、
総
額
を
1
億

4
3
8
7
万
2
千
円
と

陳
　
情

報告・議案 松本 塩澤 平林 宮入 坂井 松澤 金井 宮下 沓掛 居鶴 結果

報告第１号 専決処分の承認を求めることについて 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 承認（全員一致）

議案第１号 一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正す
る条例について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 可決（全員一致）

議案第２号 職員の定年等に関する条例の一部を改正する条例
について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 可決（全員一致）

議案第３号 地方公務員法の一部を改正する法律の施行に伴う
関係条例の整備に関する条例について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 可決（全員一致）

議案第４号 青木村個人情報保護法施行条例について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 可決（全員一致）

議案第５号 青木村情報公開・個人情報保護審査会条例について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 可決（全員一致）

議案第６号 青木村公園条例の一部を改正する条例について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 可決（全員一致）

議案第７号 青木村印鑑条例の一部を改正する条例について 〇 〇 〇 〇 ● 〇 ― 〇 〇 〇 可決（賛成多数）

議案第８号 上田地域広域連合規約の変更について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 可決（全員一致）

議案第９号 東北信市町村交通災害共済事務組合規約の変更に
ついて 〇 ○ 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 可決（全員一致）

議案第 10 号 令和４年度 青木村一般会計補正予算について 〇 ○ 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 可決（全員一致）

議案第 11 号 令和４年度 青木村国民健康保険特別会計補正予算
について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 可決（全員一致）

議案第 12 号 令和4年度 青木村介護保険特別会計補正予算につ
いて 〇 ○ 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 可決（全員一致）

議案第 13 号 令和４年度 青木村簡易水道事業会計補正予算につ
いて 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 可決（全員一致）

議案第 14 号 令和４年度 青木村特定環境保全公共下水道事業会
計補正予算について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 可決（全員一致）

陳情第１号 安全・安心の医療・介護実現のため人員増と処遇改
善を求める陳情書について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 〇 ● 〇 採択（賛成多数）

議案の議決結果 〇賛成   ●反対

※議長は採決に加わりません。
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進
す
る
為
の
青
木
村
の
取
組
は
。

教
育
長
答
弁

　

学
校
、
P
T
A
、
地
域
方
々
参

加
の
子
育
て
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
行
っ

て
き
た
。
今
後
も
子
ど
も
達
の
権

利
を
守
る
立
場
で
フ
ォ
ー
ラ
ム
を

行
う
予
定
。
児
童
セ
ン
タ
ー
の
水

曜
ク
ラ
ブ
等
、
今
後
も
地
域
方
々

の
参
加
活
動
を
一
層
進
め
て
い
く
。

（
問
）  

青
木
村
の
子
ど
も
達
の
い
じ

め
の
近
年
の
状
況
、防
止
取
組
は
。

教
育
長
答
弁

　

小
・
中
学
校
共
に
年
に
2
回

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、
そ

の
後
個
人
面
談
を
し
話
を
聞
く
。

い
じ
め
と
認
識
さ
れ
る
事
は
小
・

中
学
校
共
に
数
件
確
認
さ
れ
、
丁

寧
に
対
応
し
て
い
る
。
重
大
に

な
る
前
の
早
期
発
見
、
早
期
対

応
に
取
組
ん
で
い
る
。

（
問
）  

子
ど
も
達
と
I
C
T
と
の
有

益
共
存
の
為
の
村
の
取
組
は
。

教
育
長
答
弁

　

今
年
保
小
中
一
貫
教
育
の
5

か
条
委
員
会
で
、
あ
お
き
っ
こ

教
育
ポ
イ
ン
ト
5
か
条
の
改
定

検
討
中
。

（
問
）  

子
ど
も
の
権
利
を
保
障
す
る

条
例
の
制
定
化
を
提
案
す
る
。

教
育
長
答
弁

　

青
木
村
行
政
は
情
報
共
有
が

常
に
さ
れ
必
要
な
支
援
が
考
え

ら
れ
て
い
る
、
条
例
化
を
急
ぐ

状
況
で
な
い
。
今
後
は
条
例
化

先
進
自
治
体
を
研
究
し
た
い
。

後
の
太
陽
光
パ
ネ
ル
設
置
の
際
は

P
P
A
も
検
討
し
た
い
。

（
問
） 

青
木
村
と
し
て
2
0
5
0
ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
の
表
明
、
青
木
村

脱
炭
素
実
行
計
画
の
策
定
を
提

案
す
る
。

住
民
福
祉
課
長
答
弁

　
2
0
3
0
年
度
迄
に
、
村
が

実
施
の
事
務
及
び
事
業
に
関
し
、

省
エ
ネ
、
省
資
源
等
の
取
組
を

推
進
し
、
C
O
2
の
排
出
量
削

減
を
目
的
と
す
る
地
公
体
実
行

計
画
の
事
務
事
業
編
を
策
定
中
。

将
来
的
に
は
村
全
体
の
地
球
温

暖
化
対
策
実
行
計
画
区
域
施
策

編
策
定
と
、2
0
5
0
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
宣
言
を
考
え
た
い
。

2 

子
ど
も
に
優
し
い
村
づ
く
り
の
推

　

 

進
に
つ
い
て

（
問
）  

子
育
て
環
境
を
整
備
し
、
子

育
て
を
社
会
全
体
で
支
援
す
る
子

育
て
の
社
会
化
を
推
進
す
る
体
制

を
築
く
村
の
取
組
、
考
え
は
。

教
育
長
答
弁

　

令
和
5
年
4
月
よ
り
こ
ど
も

家
庭
庁
発
足
と
子
ど
も
基
本
法

が
施
行
さ
れ
「
こ
ど
も
真
ん
中

社
会
を
目
指
す
」
と
し
て
い
る
。

青
木
村
の
教
育
ス
ロ
ー
ガ
ン
と

一
致
。
来
年
度
以
降
、
家
庭
庁
の

具
体
的
な
施
策
を
注
視
し
、
更
に

可
能
な
施
策
を
実
施
し
、
子
育
て

の
社
会
化
の
充
実
を
図
り
た
い
。

（
問
）  

子
ど
も
の
権
利
に
対
す
る
村

民
や
地
域
社
会
の
共
有
認
識
を
促

1 

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現

　

 

に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て

（
問
） 

高
断
熱
や
高
効
率
な
設
備
設

置
の
省
エ
ネ
と
、
太
陽
光
発
電
設

備
設
置
の
創
エ
ネ
の
Z
E
B
化
を

公
共
施
設
の
新
築
、
既
存
建
築
物

で
推
進
す
る
べ
き
。
村
の
考
え
は
。

村
長
答
弁

　
村
公
共
施
設
の
太
陽
光
発
電
は
、

小
・
中
学
校
や
図
書
館
等
で
実
施
。

災
害
時
に
も
活
用
で
き
る
。
今
後

の
公
共
施
設
の
整
備
時
は
、
Z
E
B

化
に
取
組
む
。
そ
の
他
に
省
エ
ネ
、

再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
拡
大
・

活
用
、
C
O
2
の
削
減
、
3
R
、
環

境
保
全
、
持
続
可
能
な
産
業
、
社

会
基
盤
の
長
寿
命
化
、
上
下
水
道

効
率
化
に
取
組
ん
で
い
る
。

（
問
）  

保
育
園
増
築
工
事
に
係
る

Z
E
B
化
に
つ
い
て
具
体
的
計

画
は
。

保
育
園
長
答
弁

　
天
井
は
吹
抜
を
止
め
、
標
準
高

で
高
気
密
と
し
、
壁
・
床
等
を
高

断
熱
で
省
エ
ネ
を
図
っ
て
い
る
。

（
問
） 
P
H
V
や
Z
E
H
住
宅
を

I
C
T
で
繋
ぎ
電
力
使
用
を
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
す
る
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー

取
組
や
再
エ
ネ
P
P
A
、
太
陽

光
発
電
設
備
の
共
同
購
入
等
、
民

間
モ
デ
ル
の
活
用
の
推
進
。
村
の

考
え
は
。

総
務
企
画
課
長
答
弁

　
　
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
取
組
は
有
意

義
だ
が
慎
重
な
取
組
が
必
要
。
今

2050カーボンニュートラル実現に向けたZEB・ZEH（ゼロ･エネルギー・ハウス）の推進

こどもまんなか社会を目指すこども家庭庁の創設

4
※ 

議
員
名
の
下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の
読
み
込
み
で
、
各
議
員
の
一
般
質
問

　
 

音
声
デ
ー
タ
に
つ
な
が
り
ま
す
。

１
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に

	

向
け
た
取
組
に
つ
い
て

２
、
子
ど
も
に
優
し
い
村
づ
く
り
の
推
進

に
つ
い
て

平
林　
幸
一 

議
員

（経産省ホームページより）
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③
村
の
健
康
診
断
時
に
対
応
し

て
い
る
。
保
健
師
の
個
別
対

応
や
定
期
的
な
相
談
会
も
実

施
し
て
い
る
。

建
設
農
林
課
長
答
弁

　

②
各
区
か
ら
の
要
望
箇
所
や
、

日
頃
の
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
で

危
険
度
や
優
先
度
が
高
い
場

所
か
ら
、
順
次
改
修
や
修
繕

を
行
っ
て
い
く
。
国
・
県
道

に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
道

路
改
良
関
係
機
関
に
要
望
し

て
い
く
。

教
育
長
答
弁

　
④
全
国
的
に
増
加
し
て
お
り
、
青

木
村
で
も
小
中
学
校
で
コ
ロ

ナ
以
前
よ
り
増
え
て
い
る
。
対

応
は
保
健
室
・
空
き
室
の
利

用
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
、
時
間

を
ず
ら
し
て
の
登
校
等
。
不

登
校
に
対
す
る
社
会
の
考
え

方
が
変
わ
り
、
児
童
生
徒
が

自
ら
の
進
路
を
主
体
的
に
捉

え
て
社
会
的
に
自
立
し
て
い

く
事
に
焦
点
を
当
て
て
い
る
。

　

⑤
小
中
学
校
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
で
、
平
日
で
も
３
時
間
以

上
メ
デ
ィ
ア
の
利
用
が
小
学

校
で
７
％
、
中
学
校
で
18
％

お
り
、
丁
寧
に
対
応
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。
３
年
間
の

傾
向
と
し
て
、
視
力
の
低
下

が
検
査
結
果
に
出
て
い
る
。

メ
デ
ィ
ア
利
用
の
ル
ー
ル
を

決
め
る
案
を
検
討
中
で
あ
る
。

思
わ
れ
る
が
。

商
工
観
光
移
住
課
長
答
弁

　
　
県
道
１
８
１
号
下
奈
良
本
豊
科

線
は
東
山
道
が
残
存
し
て
い
る
。

ロ
マ
ン
も
兼
ね
備
え
た
峠
で
あ

る
の
で
観
光
資
源
の
一
つ
と
し

て
今
後
も
情
報
発
信
し
て
い
き

た
い
。

（
問
）　
県
道
１
８
１
号
線
の
青
木
村

側
が
未
整
備
の
状
況
で
あ
り
、
改

良
工
事
の
考
え
は
ど
う
か
。

建
設
農
林
課
長
答
弁

　
　
上
田
建
設
事
務
所
で
は
、
整
備

に
は
距
離
が
長
く
多
額
の
費
用

を
要
し
、
重
要
性
や
緊
急
性
か
ら

す
ぐ
に
は
対
応
は
難
し
い
と
し

て
い
る
。
村
は
引
き
続
き
県
道
の

改
良
整
備
等
を
要
望
し
て
い
く
。

２ 

健
康
づ
く
り
に
つ
い
て

（
問
）　

　

①
青
木
村
健
康
寿
命
延
伸
計
画

に
つ
い
て
。

　

②
高
齢
者
、
障
害
者
の
移
動
等

の
円
滑
化
推
進
は
。

　
③
女
性
特
有
の
健
康
課
題
は
。

　
④
不
登
校
の
現
状
と
課
題
は
。

　

⑤
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
健
康
へ

の
影
響
は
。

住
民
福
祉
課
長
答
弁

　

①
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
別
の
目
標

数
値
は
順
調
に
推
移
し
て
い

る
。
特
定
健
診
受
診
率
の
向

上
は
令
和
２
年
度
市
町
村
別

52
位
か
ら
令
和
３
年
度
は
45

位
と
向
上
し
て
い
る
。

１ 

東
山
道
に
よ
る
観
光
立
村
づ
く

　

 

り
に
つ
い
て

（
問
）　

歴
史
遺
跡
の
活
用
に
よ
る

「
稼
ぐ
観
光
」
に
つ
い
て
。

村
長
答
弁

　
　

大
法
寺
の
国
宝
三
重
塔
、
山

城
跡
、
道
の
駅
あ
お
き
、
国
道

１
４
３
号
、
五
島
慶
太
未
来
創

造
館
な
ど
観
光
に
対
す
る
プ
ラ

ス
要
因
も
で
き
た
。
村
全
体
に

観
光
客
を
呼
び
込
む
観
光
資
源

を
拡
大
さ
せ
て
、
稼
ぐ
観
光
に

結
び
付
け
た
い
。

（
問
）　
「
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ
東

山
道
」
の
活
用
状
況
は
ど
う
か
。

商
工
観
光
移
住
課
長
答
弁

　
　
青
木
村
と
上
田
市
の
住
民
有
志

が
平
成
19
年
度
長
野
県
地
域
発

元
気
づ
く
り
支
援
金
を
活
用
し

て
作
成
さ
れ
た
も
の
。
現
在
は

平
成
28
年
に
第
３
版
と
し
て
村

で
印
刷
し
観
光
案
内
に
使
用
し

て
い
る
。

（
問
）　
東
山
道
の
青
木
村
に
お
い
て

の
位
置
付
け
は
ど
う
か
。

商
工
観
光
移
住
課
長
答
弁

　
　
東
山
道
は
歴
史
が
古
く
、
距
離

は
１
０
０
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を

超
え
て
い
る
。
全
線
を
整
備
さ

れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
が
、
少

な
く
と
も
青
木
村
を
含
め
て
前

後
だ
け
で
も
歴
史
遺
産
と
し
て

継
承
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

（
問
）　
保
福
寺
峠
に
東
山
道
の
歌
碑

等
が
あ
り
有
効
な
観
光
名
所
と

居
鶴　
貞
美 

議
員

東山道の活用による稼ぐ観光づくり！

村民の幸福は健康づくりから

１
、
東
山
道
に
よ
る
観
光
立
村
づ
く
り
に

　
   

つ
い
て

２
、
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て

6
AOKI令和5年2.1 ／第 88 号



　

③
村
の
健
康
診
断
時
に
対
応
し

て
い
る
。
保
健
師
の
個
別
対

応
や
定
期
的
な
相
談
会
も
実

施
し
て
い
る
。

建
設
農
林
課
長
答
弁

　

②
各
区
か
ら
の
要
望
箇
所
や
、

日
頃
の
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
で

危
険
度
や
優
先
度
が
高
い
場

所
か
ら
、
順
次
改
修
や
修
繕

を
行
っ
て
い
く
。
国
・
県
道

に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
道

路
改
良
関
係
機
関
に
要
望
し

て
い
く
。

教
育
長
答
弁

　
④
全
国
的
に
増
加
し
て
お
り
、
青

木
村
で
も
小
中
学
校
で
コ
ロ

ナ
以
前
よ
り
増
え
て
い
る
。
対

応
は
保
健
室
・
空
き
室
の
利

用
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
、
時
間

を
ず
ら
し
て
の
登
校
等
。
不

登
校
に
対
す
る
社
会
の
考
え

方
が
変
わ
り
、
児
童
生
徒
が

自
ら
の
進
路
を
主
体
的
に
捉

え
て
社
会
的
に
自
立
し
て
い

く
事
に
焦
点
を
当
て
て
い
る
。

　

⑤
小
中
学
校
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
で
、
平
日
で
も
３
時
間
以

上
メ
デ
ィ
ア
の
利
用
が
小
学

校
で
７
％
、
中
学
校
で
18
％

お
り
、
丁
寧
に
対
応
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。
３
年
間
の

傾
向
と
し
て
、
視
力
の
低
下

が
検
査
結
果
に
出
て
い
る
。

メ
デ
ィ
ア
利
用
の
ル
ー
ル
を

決
め
る
案
を
検
討
中
で
あ
る
。

（
問
）　
健
康
診
断
、
検
診
、
検
査
後

の
健
康
指
導
は
。

住
民
福
祉
課
長
答
弁

　
　
希
望
者
や
検
査
で
異
常
が
見
ら

れ
た
方
等
を
対
象
に
事
後
相
談

の
実
施
。
が
ん
検
診
等
で
精
密
検

査
が
必
要
な
方
に
は
、
医
療
機

関
か
ら
の
精
密
検
査
の
通
知
を

個
別
に
持
参
し
て
説
明
を
行
っ

て
い
る
。

（
問
）　
健
康
診
断
受
診
者
を
増
や
す

取
り
組
み
は
。

住
民
福
祉
課
長
答
弁

　
　
今
年
度
、
夜
間
、
休
日
検
診
を

実
施
し
た
。
ま
た
、
未
受
診
者
に

対
し
て
対
象
者
別
に
そ
れ
ぞ
れ

内
容
の
異
な
る
勧
奨
通
知
を
作

成
し
検
診
の
勧
奨
を
実
施
し
た
。

３ 

腎
臓
機
能
障
害
及
び
特
定
疾
患

　

 

治
療
の
通
院
補
助
制
度
に
つ
い
て

（
問
）　
青
木
村
の
腎
臓
機
能
障
害
及

び
特
定
疾
患
治
療
者
の
実
態
は
。

住
民
福
祉
課
長
答
弁

　
　
腎
臓
機
能
障
害
を
有
し
、
透
析

治
療
を
受
け
て
い
る
方
は
16
名
。

国
の
指
定
難
病
等
に
指
定
さ
れ

て
い
る
治
療
者
は
令
和
３
年
度

で
34
名
。

（
問
）　
通
院
費
補
助
が
で
き
な
い
か
。

村
長
答
弁

　
　
国
、
県
、
村
で
も
コ
ロ
ナ
禍
が

　
長
引
き
財
政
が
大
変
厳
し
い
状
況

だ
。
今
す
ぐ
実
施
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。

回
復
し
て
い
る
状
況
か
ら
所
得

割
が
若
干
増
加
で
き
る
見
通
し

を
持
っ
て
い
る
。
法
人
住
民
税

に
つ
い
て
も
、
若
干
の
増
加
が

見
込
ま
れ
る
。
固
定
資
産
税
は
、

基
本
的
に
は
横
ば
い
状
況
の
見

通
し
を
立
て
て
い
る
。　
　
　
　

（
問
）　

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）
に
関
連
し
て
弾

道
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
に
対
応
し
た

村
民
を
守
る
た
め
の
マ
ニ
ュ
ア

ル
は
あ
る
の
か
。

防
災
危
機
管
理
監

　
　
法
律
に
よ
り
、
国
が
定
め
る
基

本
指
針
及
び
長
野
県
が
作
成
す

る
県
の
国
民
保
護
計
画
を
踏
ま

え
て
市
町
村
に
お
い
て
計
画
を

作
成
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

現
在
計
画
策
定
に
向
け
て
準
備

を
進
め
て
い
る
。

２ 

み
ん
な
が
生
き
生
き
と
輝
け
る

　

 

村
づ
く
り
に
つ
い
て

（
問
）　
村
の
健
康
診
断
、
検
診
、
検

査
か
ら
見
え
て
き
た
も
の
は
。

住
民
福
祉
課
長
答
弁

　
　
健
康
診
断
の
結
果
等
か
ら
、
村

で
は
高
血
圧
、
高
血
糖
、
脂
肪

異
常
等
に
よ
り
治
療
を
受
け
て

い
る
方
の
率
が
県
平
均
に
比
べ

高
い
数
値
と
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
の
状
態
の
方
も
多
く
人
工
透

析
を
受
け
て
い
る
方
が
県
の
平

均
値
よ
り
も
高
く
な
っ
て
い
る
。

１ 

令
和
５
年
度
予
算
と
今
後
の
青

　

 

木
村
に
つ
い
て

（
問
）　
新
年
度
編
成
の
時
期
に
入
る

が
。

村
長
答
弁

　
　
社
会
情
勢
の
先
行
き
は
極
め
て

見
通
し
に
く
い
状
況
だ
。
第
８
波

に
及
ぶ
長
期
の
コ
ロ
ナ
禍
が
、
今

後
見
通
し
が
立
た
ず
、
国
の
財
政

運
営
も
厳
し
い
状
況
だ
。
コ
ロ
ナ

ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
も
、
自
己
負

担
が
来
年
度
か
ら
政
府
の
予
算

の
中
で
検
討
さ
れ
て
い
る
。
コ
ロ

ナ
禍
の
３
年
間
の
大
き
な
財
源
と

な
っ
て
い
た
１
０
０
％
補
助
の
地

方
創
生
臨
時
交
付
金
は
、
来
年
度

に
つ
い
て
減
額
が
あ
る
と
み
て
い

る
。
予
算
編
成
に
当
た
っ
て
は
、

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ

ナ
な
ど
、
コ
ロ
ナ
対
策
を
重
点
と

思
っ
て
い
る
。
今
年
度
ス
タ
ー
ト

し
た
６
つ
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
中
心
に
第
６
次
長
期
振
興
計
画

の
推
進
を
図
り
、
通
常
の
経
済
社

会
活
動
を
止
め
な
い
よ
う
地
域
の

課
題
解
決
に
取
り
組
む
予
算
編
成

と
し
た
い
。

（
問
）　
地
方
交
付
税
と
自
主
財
源
の

見
通
し
に
つ
い
て
。

村
長
答
弁

　
　
令
和
５
年
度
の
地
方
交
付
税
の

配
分
額
は
、
大
き
な
減
額
は
な
く

令
和
４
年
度
並
み
を
見
通
し
て

い
る
。
自
主
財
源
の
個
人
住
民

税
が
、
世
の
中
の
景
気
が
若
干

1
、
今
後
の
村
づ
く
り
に
つ
い
て

松
澤　
正
登 

議
員

令和４年度当初予算書 及び 村民の健康づくりのための「健康寿命延伸計画」
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今
後
の
対
応
は
、
地
域
ケ
ア
会

議
等
の
場
を
通
じ
て
、
医
療
と

介
護
の
一
体
的
な
提
供
に
向
け

た
取
り
組
み
を
し
て
い
く
。

（
問
）　
財
政
的
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の

交
付
金
の
使
い
道
は
。

住
民
福
祉
課
長
答
弁

　
　
高
齢
者
の
自
立
支
援
、
重
度
化

防
止
等
に
関
す
る
取
り
組
み
を

推
進
す
る
た
め
に
使
用
し
て
い

る
。

（
問
）　
今
後
、
地
域
づ
く
り
の
柱
の

一
つ
と
し
て
重
要
と
考
え
る
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
在
り

方
に
つ
い
て
村
と
し
て
ど
う
考

え
て
い
る
か
。

村
長
答
弁

　
　
村
で
は
各
課
の
連
携
や
情
報
共

有
が
常
に
行
わ
れ
、
国
の
求
め
て

い
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

に
沿
っ
た
業
務
を
行
っ
て
い
る
。

今
後
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自

分
ら
し
い
人
生
を
最
後
ま
で
続

け
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

（
問
）　
診
療
所
の
医
師
に
、
村
内
に

住
ん
で
い
た
だ
く
働
き
か
け
を
。

村
長
答
弁

　
　
現
在
の
先
生
は
ま
だ
若
い
の
で

地
域
医
療
に
必
要
な
研
鑽
を
積

ま
れ
て
い
る
。

　
　
診
療
所
に
も
う
一
人
の
先
生
が

確
保
さ
れ
て
い
て
、
診
療
所
の

充
実
を
図
っ
て
い
る
と
聞
い
て

い
る
。

２ 

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て

　

 

暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く

　

 

り
に
つ
い
て

（
問
）　
青
木
村
に
お
け
る
介
護
給
付

費
の
推
移
は
。

住
民
福
祉
課
長
答
弁

　
　
令
和
元
年
が
約
５
億
２
７
０
０

　
万
円
、
令
和
２
年
度
が
５
億
４
０

　
０
万
円
、
令
和
３
年
度
が
約
４
億

　
９
３
０
０
万
円
。

（
問
）　
要
介
護
２
以
上
、
日
常
生
活

自
立
度
Ⅱ
以
上
の
方
は
ど
の
く

ら
い
い
て
、
そ
の
方
々
の
服
薬

管
理
や
医
療
機
関
へ
の
受
診
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

住
民
福
祉
課
長
答
弁

　
　
要
介
護
２
以
上
で
一
人
暮
ら
し

の
方
は
16
人
、
自
立
度
Ⅱ
以
上
の

方
は
13
人
。
服
薬
管
理
は
訪
問

看
護
師
、
薬
剤
師
等
に
よ
る
居

宅
療
養
管
理
指
導
が
行
わ
れ
て

い
る
。
医
療
機
関
へ
の
受
診
は
、

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
把
握
し
て

同
行
受
診
も
行
っ
て
い
る
。

　
　
担
当
者
会
議
等
で
情
報
共
有
を

図
っ
て
い
る
。

（
問
）　
在
宅
医
療
と
介
護
の
一
体
的

な
提
供
に
向
け
て
、
青
木
村
に

お
け
る
現
状
と
課
題
は
。
そ
し

て
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
は
。

住
民
福
祉
課
長
答
弁

　
　
課
題
と
し
て
は
医
療
と
介
護
の

資
源
不
足
、
往
診
体
制
の
構
築
、

深
夜
早
朝
の
対
応
等
が
あ
る
。

１ 

同
和
問
題
に
つ
い
て

（
問
）　
青
木
村
に
お
い
て
、
こ
こ
数

年
で
同
和
問
題
の
事
例
は
あ
っ

た
か
。

教
育
長
答
弁

　
　
教
育
委
員
会
へ
の
相
談
も
役
場

に
お
け
る
各
課
へ
の
相
談
事
案

と
し
て
も
、
こ
こ
数
年
は
報
告

さ
れ
た
問
題
事
項
は
な
い
と
認

識
し
て
い
る
。

（
問
）　
同
和
地
区
に
つ
い
て
の
問
い

合
わ
せ
が
あ
っ
た
と
き
の
対
応

マ
ニ
ュ
ア
ル
が
必
要
と
考
え
る

が
、
村
で
作
成
の
考
え
は
。

住
民
福
祉
課
長
答
弁

　
　
問
い
合
わ
せ
に
対
す
る
マ
ニ
ュ

ア
ル
が
な
い
の
で
、
今
後
近
隣

の
市
町
村
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
を

参
考
に
、
作
成
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
き
た
い
。

（
問
）　
学
校
で
の
同
和
教
育
は
ど
の

よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
か
、
ま

た
村
民
へ
は
ど
の
よ
う
な
啓
発

を
す
る
か
。

教
育
長
答
弁

　
　

小
学
校
で
は
、
な
か
よ
し
旬

間
に
人
権
教
育
を
行
っ
て
い
て
、

６
年
生
で
部
落
差
別
に
つ
い
て

学
び
中
学
校
に
つ
な
げ
て
い
る
。

中
学
で
は
３
年
生
で
部
落
差
別

を
扱
い
、
最
終
的
に
結
婚
問
題

を
扱
っ
て
い
る
。
村
民
に
は
、
子

育
て
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
参
観
日
の

講
演
会
を
と
ら
え
て
実
施
し
て

い
く
。

（厚労省ホームページより）

1
、
人
権
問
題
に
つ
い
て

2
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し	

　
　

続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

塩
澤　
敏
樹 

議
員

いつまでも元気に暮らすために･･･

生生活活支支援援・・介介護護予予防防

住住ままいい

地域包括ケアシステムの姿

※ 地域包括ケアシステムは、おおむね３０
分以内に必要なサービスが提供される日
常生活圏域（具体的には中学校区）を単
位として想定

■在宅系サービス：
・訪問介護 ・訪問看護 ・通所介護
・小規模多機能型居宅介護
・短期入所生活介護
・24時間対応の訪問サービス
・複合型サービス
（小規模多機能型居宅介護＋訪問看護）等

・自宅
・サービス付き高齢者向け住宅等

相談業務やサービスの
コーディネートを行います。

■施設・居住系サービス
・介護老人福祉施設
・介護老人保健施設
・認知症共同生活介護
・特定施設入所者生活介護

等

日常の医療：
・かかりつけ医
・地域の連携病院

老人クラブ・自治会・ボランティア・NPO 等

・地域包括支援センター
・ケアマネジャー

通院・入院 通所・入所
・急性期病院
・亜急性期・回復期
リハビリ病院

病気になったら･･･

医医 療療
介護が必要になったら･･･

介介 護護

■介護予防サービス

地域包括ケアシステム

認知症の人

○ 団塊の世代が７５歳以上となる２０２５年を目途に、重度な要介護状態となっても住み慣れた地域で自分らし
い暮らしを人生の最後まで続けることができるよう、住住ままいい・・医医療療・・介介護護・・予予防防・・生生活活支支援援がが一一体体的的にに提提供供さされれるる
地地域域包包括括ケケアアシシスステテムムのの構構築築をを実実現現していきます。

○ 今後、認知症高齢者の増加が見込まれることから、認知症高齢者の地域での生活を支えるためにも、地域包
括ケアシステムの構築が重要です。

○ 人口が横ばいで７５歳以上人口が急増する大都市部、７５歳以上人口の増加は緩やかだが人口は減少する
町村部等、高高齢齢化化のの進進展展状状況況ににはは大大ききなな地地域域差差が生じています。

地域包括ケアシステムは、保保険険者者ででああるる市市町町村村やや都都道道府府県県がが、、地地域域のの自自主主性性やや主主体体性性にに基基づづきき、、地地域域のの特特
性性にに応応じじてて作作りり上上げげてていいくくことが必要です。
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つ
い
て
は
、
松
食
い
虫
の
被
害

防
止
対
策
事
業
、
伐
倒
燻
蒸
処

理
等
に
活
用
し
て
い
る
。
ま
た
、

本
年
度
よ
り
新
た
に
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
の
確
保
事
業
と
し
て
、
支

障
木
を
除
去
す
る
事
業
も
行
っ

て
い
る
。

（
問
）　
林
道
整
備
に
つ
い
て
は
。

建
設
農
林
課
長
答
弁

　
　
林
道
整
備
に
つ
い
て
は
、
各
地

域
で
の
林
道
の
草
刈
り
等
維
持

管
理
に
協
力
い
た
だ
い
て
お
り
、

材
料
支
給
事
業
を
活
用
す
る
林

道
の
修
繕
等
を
行
っ
て
い
る
。
ま

た
、
間
伐
事
業
で
は
、
補
助
事

業
も
活
用
し
な
が
ら
作
業
道
を

開
設
す
る
こ
と
も
可
能
な
の
で
、

間
伐
の
と
き
作
業
道
を
開
け
る

よ
う
提
案
し
て
い
る
。

（
問
）　
子
ど
も
た
ち
の
森
林
へ
の
関

わ
り
は
。

教
育
長
答
弁

　
　
子
ど
も
た
ち
に
森
に
対
す
る
興

味
や
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
こ

と
は
大
変
重
要
な
こ
と
だ
。
保
育

園
で
は
信
州
型
自
然
保
育
の
認

定
を
受
け
、
森
の
美
し
さ
や
木
の

実
、
草
花
へ
の
興
味
を
、
遊
び

を
と
お
し
体
験
し
て
い
る
。
小

学
校
で
も
森
林
祭
へ
の
参
加
等
、

青
木
村
の
自
然
の
豊
か
さ
に
触

れ
て
い
る
。
社
会
科
授
業
に
よ
り

魚
を
育
て
る
森
の
話
を
学
習
し
、

森
の
持
つ
重
要
性
を
気
づ
か
せ

て
い
る
。

対
応
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
。

建
設
農
林
課
長
答
弁

　
　
森
林
経
営
計
画
に
基
づ
き
森
林

組
合
で
施
業
を
進
め
て
い
る
。

　
　
伐
期
を
迎
え
て
い
る
森
林
に
つ

い
て
は
、主
伐
し
、地
ご
し
ら
え
、

再
造
林
を
行
い
、
新
た
な
林
分
へ

更
新
す
る
施
業
を
、
森
林
組
合

か
ら
個
人
所
有
者
へ
提
案
を
し
、

施
業
を
進
め
て
い
る
。
個
人
所
有

林
で
は
小
面
積
で
零
細
な
所
有

形
態
や
境
界
が
不
明
瞭
な
場
所

も
多
い
た
め
、
所
有
者
を
集
約
し

団
地
化
し
た
形
で
施
業
す
る
こ

と
も
提
案
し
、
実
施
し
て
い
る
。

（
問
）　
長
野
県
で
は
、
森
林
税
と
し

て
県
民
一
人
当
た
り
5
0
0
円

を
2
0
2
3
年
以
降
も
5
年
間

課
税
を
続
け
る
方
針
と
の
こ
と
。

ま
た
、
国
で
も
平
成
31
年
よ
り

国
内
に
住
所
を
有
す
る
個
人
に

対
し
、
年
額
1
0
0
0
円
の
森

林
環
境
譲
与
税
が
創
設
さ
れ
て

い
る
。

　
　
県
の
森
林
税
も
含
め
、
森
林
環

境
譲
与
税
を
活
用
し
た
森
林
整

備
の
計
画
は
。

建
設
農
林
課
長
答
弁

　
　
県
の
森
林
税
の
活
用
に
つ
い
て

は
、
松
食
い
虫
の
被
害
防
除
処

理
事
業
と
し
て
、
被
害
木
の
伐

倒
と
被
覆
処
理
を
行
う
こ
と
に

活
用
し
て
い
る
。

　
　
国
か
ら
の
森
林
環
境
譲
与
税
に

１ 

森
林
保
全
に
つ
い
て

（
問
）　

青
木
村
の
総
面
積
57 

km²
中

80
％
を
森
林
が
占
め
て
い
る
と

言
わ
れ
て
い
る
が
、
私
有
林
や
区

有
林
等
山
林
作
業
が
行
わ
れ
ず

に
多
く
の
山
林
が
荒
れ
た
状
態

と
な
っ
て
い
る
。
戦
後
植
栽
さ

れ
た
山
林
も
伐
期
を
迎
え
て
お

り
森
林
保
全
が
重
要
と
考
え
る
。

　
　
村
は
森
林
を
守
る
た
め
に
ど
の

よ
う
な
施
策
を
考
え
て
い
る
か
。

村
長
答
弁

　
　

村
の
豊
か
な
森
林
は
、
美
し

い
景
観
と
水
資
源
の
供
給
源
と

な
っ
て
い
る
。
近
年
雨
量
が
多

く
な
り
洪
水
の
緩
和
機
能
も
さ

ら
に
期
待
し
て
い
る
。
そ
う
い
っ

た
中
で
、
村
の
森
林
を
守
る
事

は
大
切
で
あ
る
と
思
う
。

　
　
環
境
保
全
土
砂
災
害
防
止
、
水

源
の
涵
養
機
能
を
維
持
保
全
し

て
い
く
た
め
に
も
大
変
貴
重
な

存
在
で
あ
り
、
後
世
に
残
す
責
務

も
あ
る
。
引
き
続
き
保
全
・
整

備
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　
　

村
の
大
き
な
課
題
と
し
て
は
、

松
食
い
虫
被
害
を
防
ぐ
た
め
全

量
駆
除
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
令
和
元
年
の
東
日
本
台
風
の
反

省
か
ら
、
県
で
は
千
曲
川
全
体

を
流
域
治
水
事
業
と
し
て
山
を

含
め
て
実
施
し
て
い
る
。

（
問
）　
戦
後
植
栽
さ
れ
た
森
林
に
つ

い
て
、
伐
期
を
迎
え
て
い
る
が

枝打ち間伐等手入れの必要な山林

１
、	

森
林
保
全
に
つ
い
て

宮
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青木村緊急通報設置事業 

安否・緊急通報サービス 

緊急通報装置 ペンダント型送信機 見守り人感センサー 

緊急通報センター 
◯
独
り
暮
ら
し
、
ま
た
は
、
老
夫
婦
の
み
の
高
齢
者

世
帯
に
設
置
し
ま
す
。 

◯
経
費
は
全
額
村
が
負
担
し
ま
す
。 

村が行っている高齢者サービス事業の周知を 

（画像はシステム提供会社のホームページを利用し作成） 

解
さ
れ
に
く
い
。
緊
急
通
報
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
者
は
、
75
歳
以
上

独
居
高
齢
者
の
3
割
に
満
た
な

い
。
高
齢
者
の
し
お
り
の
作
成
、

高
齢
者
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施
、
高

齢
者
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
設
置
、

訪
問
希
望
者
の
把
握
と
見
守
り

体
制
の
強
化
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

へ
の
高
齢
者
の
ペ
ー
ジ
の
開
設

を
提
案
す
る
。

住
民
福
祉
課
長
答
弁

　
　

高
齢
者
セ
ミ
ナ
ー
と
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
高
齢
者
の
ペ
ー
ジ
の

開
設
は
、
今
後
の
参
考
に
す
る
。

（
問
）　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
大
広

間
の
閉
鎖
以
降
、
利
用
者
数
が
激

減
し
て
い
る
。
高
齢
者
の
居
場

所
が
ほ
し
い
と
い
う
声
に
応
え
、

保
健
セ
ン
タ
ー
の
空
い
て
い
る

日
を
開
放
し
、
健
康
器
具
も
活
用

で
き
る
よ
う
に
し
て
は
ど
う
か
。

住
民
福
祉
課
長
答
弁

　
　
地
域
の
住
民
が
集
ま
り
や
す
い

地
区
の
公
民
館
等
を
考
え
た
い
。

（
問
）　
こ
れ
ま
で
、
高
齢
者
の
補
聴

器
の
購
入
補
助
や
エ
ア
コ
ン
の

設
置
補
助
の
提
案
を
行
っ
て
き

た
。
検
討
す
る
時
期
で
は
な
い
か
。

村
長
答
弁

　
　
大
規
模
工
場
の
操
業
開
始
等
に

よ
り
、
財
源
の
確
保
が
見
え
て

き
た
ら
検
討
し
た
い
。
そ
れ
ま

で
は
、
学
校
給
食
費
の
無
償
化

も
含
め
た
コ
ロ
ナ
対
策
を
最
優

先
し
た
い
。

保
育
園
長
答
弁

　
　
発
音
の
不
明
瞭
な
子
は
、
言
語

療
法
士
に
診
て
も
ら
い
、
家
庭
と

も
連
携
し
個
別
対
応
し
て
い
る
。

2 

学
校
給
食
費
無
償
化
を
恒
久
制

　

 

度
に　

（
問
）　
学
校
給
食
費
無
償
化
に
関
す

る
県
内
の
動
向
は
。

教
育
長
答
弁

　
　
21
自
治
体
で
実
施
し
て
い
る
。

（
問
）　
来
年
度
の
学
校
給
食
費
無
償

化
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

村
長
答
弁

　
　
来
年
度
も
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
が
同
様
に
支
給
さ
れ
れ
ば
、
優

先
し
て
検
討
し
た
い
。

（
問
）　
恒
久
制
度
化
に
向
け
移
行
す

べ
き
時
期
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

村
長
答
弁

　
　
給
食
費
は
村
税
の
5
％
を
占
め

る
。
現
段
階
で
は
答
え
ら
れ
る

状
況
に
な
い
。

（
問
）　
一
般
会
計
全
体
か
ら
み
れ
ば

1
％
未
満
だ
。
ど
の
自
治
体
で
も

同
じ
数
値
で
あ
り
、
子
育
て
に
使

う
か
否
か
の
選
択
だ
。
県
が
補
助

す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

村
長
答
弁

　
　
県
に
は
お
願
い
す
る
が
、
国
に

要
望
す
る
ほ
う
が
正
攻
法
だ
。

3 

高
齢
者
サ
ー
ビ
ス
の
周
知
を　

（
問
）　
「
暮
ら
し
の
便
利
帳
」
で
は
、

高
齢
者
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
が
理

1 

村
内
の
感
染
状
況
を
明
ら
か
に

（
問
）　
自
治
体
ご
と
の
コ
ロ
ナ
陽
性

者
数
を
発
表
す
る
よ
う
県
に
働

き
か
け
て
ほ
し
い
。

住
民
福
祉
課
長
答
弁

　
　
難
し
い
。
県
で
も
把
握
で
き
て

い
な
い
。

（
問
）　
村
と
し
て
村
内
の
感
染
状
況

を
把
握
で
き
な
い
か
。

住
民
福
祉
課
長
答
弁

　
　
難
し
い
。

（
問
）　
ラ
ポ
ー
ト
あ
お
き
の
感
染
状

況
は
ど
う
か
。

住
民
福
祉
課
長
答
弁

　
　
施
設
の
運
営
に
支
障
が
出
る
ほ

ど
で
は
な
い
と
聞
い
て
い
る
。

（
問
）　
抗
原
検
査
キ
ッ
ト
を
希
望
す

る
陽
性
者
家
庭
に
配
送
す
る
シ

ス
テ
ム
を
構
築
さ
れ
た
い
。

住
民
福
祉
課
長
答
弁

　
　
職
員
が
窓
口
で
使
用
方
法
等
を

説
明
し
て
か
ら
配
布
し
て
い
る
。

（
問
）　
感
染
防
止
研
修
、
具
体
的
感

染
対
策
、
感
染
者
自
身
の
配
慮

事
項
等
を
村
民
に
配
信
す
べ
き
。

住
民
福
祉
課
長
答
弁

　
　
今
後
の
対
策
の
参
考
に
す
る
。

（
問
）　
長
期
の
マ
ス
ク
生
活
に
よ
り
、

精
神
的
に
マ
ス
ク
が
外
せ
な
い

子
や
、
言
語
発
達
が
遅
れ
て
い

る
幼
児
が
見
ら
れ
な
い
か
。

教
育
長
答
弁

　
　
マ
ス
ク
を
外
す
場
面
設
営
を
大

切
に
考
え
る
機
運
に
な
っ
て
き

た
。

村が行っている高齢者サービス事業の周知を

１
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
第
８

波
の
村
内
感
染
状
況
と
対
策

２
、
学
校
給
食
費
の
恒
久
無
償
化
に
向
け
て

３
、
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら

れ
る
村
づ
く
り

坂
井　
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始
し
た
宿
泊
施
設
、
飲
食
店
等
の

経
営
者
や
、
観
光
産
業
以
外
で
働

く
人
々
な
ど
、
多
様
な
人
材
が
青

木
村
の
観
光
に
つ
い
て
議
論
を
深

め
る
場
と
し
て
の
青
木
村
観
光
推

進
協
議
会
の
在
り
方
や
活
用
の
方

法
は
。

村
長
答
弁

　
　
コ
ロ
ナ
と
共
存
す
る
と
い
う
視

点
で
、青
木
村
の
個
性
を
生
か
し
、

観
光
推
進
協
議
会
を
動
か
し
な
が

ら
、
観
光
資
源
を
最
大
限
に
生
か

し
た
い
。

（
問
）　
観
光
産
業
に
従
事
す
る
人
が

最
新
の
観
光
事
情
や
他
の
自
治
体

で
の
成
功
例
を
学
ぶ
機
会
や
、
語

学
や
経
営
の
ス
キ
ル
を
取
得
す
る

場
を
つ
く
り
、
観
光
産
業
の
人
材

育
成
を
は
か
る
こ
と
に
つ
い
て
は
。

商
工
観
光
移
住
課
長
答
弁

　
　
観
光
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
海
外
の

旅
行
客
受
け
入
れ
の
た
め
の
語
学

力
、観
光
ガ
イ
ド
の
育
成
な
ど
は
、

大
変
重
要
な
こ
と
で
あ
り
、
今
後

考
え
て
い
き
た
い
。

（
問
）　
観
光
地
と
し
て
景
観
改
善
を

は
か
る
た
め
に
、
青
木
村
美
し
い

村
づ
く
り
条
例
の
修
正
や
、
看
板

広
告
の
取
り
換
え
に
補
助
を
出
す

こ
と
は
。

商
工
観
光
移
住
課
長
答
弁

　
　
景
観
の
保
全
は
、
規
制
の
強
化

よ
り
地
域
住
民
の
取
り
組
み
を
主

体
と
し
た
い
。
条
例
の
改
正
や
補

助
金
の
支
給
は
考
え
て
い
な
い
。

ズ
を
踏
ま
え
、
長
期
滞
在
者
用

の
施
設
を
設
け
課
金
を
す
る
こ
と

や
、
災
害
発
生
時
に
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
の
一
つ
と
し
て
活
用
す
る
こ
と

に
つ
い
て
は
。

商
工
観
光
移
住
課
長
答
弁

　
　
24
時
間
無
料
の
駐
車
場
の
提
供

と
い
う
道
の
駅
の
機
能
と
線
引
き

を
す
る
必
要
が
で
て
く
る
。
災
害

時
の
活
用
も
、
区
画
を
占
有
さ
れ

て
困
る
場
合
も
あ
る
。
初
期
設
備

費
用
と
合
わ
せ
て
考
え
て
い
き
た

い
。

（
問
）　
集
客
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
と
い
う

機
能
に
注
目
し
、
移
住
相
談
や
ふ

る
さ
と
納
税
の
窓
口
に
し
て
い
く

こ
と
に
つ
い
て
は
。

商
工
観
光
移
住
課
長
答
弁

　
　
移
住
相
談
が
で
き
る
こ
と
は
道

の
駅
の
メ
リ
ッ
ト
で
あ
り
、
直
売

所
の
買
い
物
の
延
長
が
ふ
る
さ
と

納
税
に
つ
な
が
る
こ
と
が
あ
る
。

来
村
さ
れ
た
方
が
自
然
と
相
談
や

消
費
が
で
き
る
仕
組
み
を
考
え
る

こ
と
が
大
切
と
考
え
る
。

（
問
）　
道
の
駅
周
辺
の
開
発
や
土
地

利
用
に
つ
い
て
村
の
考
え
方
は
。

村
長
答
弁

　
　
J
A
青
木
支
所
や
バ
ス
タ
ー

ミ
ナ
ル
等
の
従
来
の
中
心
地
と
2

つ
の
核
と
な
る
新
し
い
中
心
地
と

し
て
、
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い

き
た
い
。

２ 
観
光
産
業
つ
い
て

（
問
）　
青
木
村
で
新
規
に
事
業
を
開

１ 

道
の
駅
あ
お
き
に
つ
い
て

（
問
）　
全
国
で
道
の
駅
の
開
発
が
進

ん
で
お
り
、
道
の
駅
あ
お
き
に
お

い
て
も
、
競
争
激
化
や
相
対
的
な

地
位
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
る
。
観

光
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
（
入
り
口
・
玄

関
）
と
し
て
の
機
能
を
ど
の
よ
う

に
強
化
し
て
い
く
か
。

商
工
観
光
移
住
課
長
答
弁

　
　
道
の
駅
あ
お
き
は
、
都
市
市
民

や
海
外
か
ら
の
観
光
客
に
向
け
た

体
験
と
交
流
の
事
業
が
評
価
さ

れ
、
国
土
交
通
省
よ
り
重
点
道
の

駅
に
認
定
さ
れ
て
い
る
。
タ
チ
ア

カ
ネ
蕎
麦
や
松
茸
な
ど
の
食
に
つ

い
て
も
高
い
評
価
を
い
た
だ
い
て

い
る
。
観
光
産
業
の
ハ
ブ（
中
心
）

と
し
た
連
携
機
能
を
持
た
せ
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。

（
問
）　
道
の
駅
あ
お
き
に
お
い
て
、

シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
（
レ
ン
タ
ル
自

転
車
）
を
導
入
し
、
青
木
村
へ
の

観
光
客
の
誘
致
や
周
遊
に
つ
な
げ

る
こ
と
に
つ
い
て
は
。

商
工
観
光
移
住
課
長
答
弁

　
　
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
や
電
動
自
転

車
の
導
入
を
検
討
し
て
い
る
。
導

入
・
維
持
の
費
用
や
、
利
用
者
の

駐
車
場
確
保
等
の
課
題
が
あ
り
、

近
隣
の
道
の
駅
の
動
向
も
踏
ま
え

て
い
き
た
い
。

（
問
）　
道
の
駅
に
よ
っ
て
は
、
駐
車

場
に
長
期
滞
在
す
る
利
用
者
が
い

る
こ
と
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

簡
易
キ
ャ
ン
プ
場
と
し
て
の
ニ
ー

道の駅の更なる活性化を！

松
本　
淳
英 

議
員

1
、
道
の
駅
あ
お
き
に
つ
い
て

2
、
観
光
産
業
に
つ
い
て
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建
設
農
林
課
長
答
弁

　
　

こ
の
問
題
に
特
効
薬
は
な
い
。

農
業
委
員
会
に
よ
る
荒
廃
農
地
の

調
査
・
報
告
に
よ
り
、
解
消
に
向

け
た
取
り
組
み
を
し
て
い
る
。
今

後
各
交
付
金
制
度
を
利
用
し
な
が

ら
地
道
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

（
問
）　
農
業
経
営
者
の
意
見
懇
談
会

を
多
く
す
る
と
共
に
、
村
の
土

地
改
良
事
業
補
助
金
規
則
等
現

状
に
合
っ
た
制
度
に
改
正
を
。

建
設
農
林
課
長
答
弁

　
　
農
業
政
策
は
農
業
者
の
経
営
安

定
が
大
切
で
、
農
業
者
か
ら
情
報

収
集
し
、
共
有
を
図
り
な
が
ら

の
農
政
推
進
が
必
要
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。
ま
た
、
補
助

金
規
定
は
関
係
者
の
意
見
、
要

望
を
聞
き
、
必
要
な
も
の
は
改

正
等
対
応
し
て
い
く
。

（
問
）　
水
田
は
一
時
的
に
自
然
の
ダ

ム
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
保
水
力
が
あ

る
。
荒
廃
化
に
よ
り
災
害
の
発
生

の
一
要
因
と
な
り
は
し
な
い
か
。

建
設
農
林
課
長
答
弁

　
　
水
田
の
も
つ
多
面
機
能
の
一
つ

で
あ
る
保
水
力
が
失
わ
れ
る
と
、

水
を
貯
め
ら
れ
ず
流
出
し
て
し

ま
う
事
態
が
起
き
か
ね
な
い
。
各

種
の
支
援
事
業
を
活
用
し
、
農

地
や
農
業
施
設
等
の
維
持
管
理

に
よ
り
災
害
軽
減
に
な
る
と
考

え
て
い
る
。
今
後
も
、
荒
廃
農

地
の
拡
大
防
止
・
荒
廃
農
地
解

消
に
努
め
て
い
く
。

（
問
）　
新
規
就
農
者
の
村
内
の
定
着

に
つ
い
て
。

建
設
農
林
課
長
答
弁

　
　

新
規
就
農
希
望
者
に
つ
い
て

は
、
本
人
の
確
固
た
る
意
志
と
覚

悟
が
あ
る
か
ど
う
か
に
委
ね
ら
れ

て
い
る
こ
と
が
非
常
に
大
き
い
。

今
後
新
規
就
農
者
を
迎
え
る
に
当

た
っ
て
は
、
懇
談
を
深
め
、
就
農

者
を
増
や
せ
る
よ
う
取
り
組
み
を

す
る
。

（
問
）　
国
の
水
田
対
策
に
つ
い
て
、

村
は
各
種
交
付
金
事
業
を
活
用

し
、
水
田
の
荒
廃
化
対
策
を
し
て

い
る
が
、
水
田
活
用
直
接
支
払
事

業
に
つ
い
て
、
国
は
5
年
に
1
度

水
田
で
の
稲
作
を
求
め
て
い
る
。

し
か
し
、
山
間
部
の
水
田
は
蕎
麦

転
作
が
定
着
し
て
い
る
が
今
後
の

方
針
に
つ
い
て
。

村
長
答
弁

　
　
こ
の
5
年
に
1
度
の
水
張
り
の

水
田
問
題
は
、
村
の
水
田
農
業
の

根
幹
を
揺
る
が
す
よ
う
な
大
問
題

で
あ
り
、
村
へ
も
大
き
く
影
響
し

て
く
る
。
国
で
は
具
体
的
な
方
針

を
出
す
と
聞
い
て
い
る
が
、今
後
、

村
の
水
田
農
業
、
耕
作
放
棄
地

対
策
、
蕎
麦
振
興
な
ど
を
含
め
た

対
策
が
必
要
に
な
る
。
尚
、
青
木

村
の
よ
う
な
中
山
間
農
業
地
域
の

事
情
に
配
慮
し
た
柔
軟
な
対
応
を

取
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
関
係（
筋
）

団
体
に
お
願
い
し
て
い
く
。

（
問
）　
荒
廃
農
地
対
策
に
つ
い
て
。

１  

青
木
村
の
農
業
対
策
に
つ
い
て

（
問
）　
今
年
か
ら
第
6
次
青
木
村
長

期
振
興
計
画
に
よ
り
村
政
を
運
営

し
て
い
る
が
、
今
回
は
農
業
に
つ

い
て
質
問
す
る
。
こ
の
計
画
に
対

し
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

村
長
答
弁

　
　

村
長
に
な
っ
て
10
年
に
な
る
。

毎
議
会
で
農
業
が
テ
ー
マ
と
な
り

対
策
を
実
施
し
て
い
る
が
、
こ
れ

と
い
っ
た
効
果
的
な
解
決
策
、
こ

れ
を
や
れ
ば
全
て
い
い
と
い
う
も

の
は
な
く
、
難
し
い
課
題
で
あ
る

と
思
っ
て
い
る
。

　
（
以
下
5
項
目
の
対
策
を
説
明
）

　
＊
農
業
経
営
支
援
・
担
い
手
確
保

　
＊
農
地
保
全
・
荒
廃
農
地
の
活
用

　
＊
農
産
物
の
生
産
性
・
品
質
向
上

　
＊
販
売
力
強
化
・
6
次
産
業
化

　
＊
魅
力
あ
る
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド

力
・
知
名
度
の
向
上

（
問
）　

農
業
後
継
者
育
成
に
つ
い

て
。

建
設
農
林
課
長
答
弁

　
　
担
い
手
や
後
継
者
の
育
成
は
喫

緊
の
課
題
で
あ
る
。
新
規
就
農

者
の
育
成
、
定
着
を
図
る
と
共

に
、
現
在
、
村
内
で
の
農
業
従

事
者
の
担
い
手
育
成
、
後
押
を

し
て
い
る
。
さ
ら
な
る
確
保
対

策
と
し
て
、
来
年
度
か
ら
地
域

お
こ
し
協
力
隊
事
業
と
連
携
し
、

自
立
後
に
農
業
に
従
事
す
る
目

的
で
協
力
隊
を
募
集
す
る
取
り

組
み
を
予
定
し
て
い
る
。

麦が蒔かれた集団転作田（殿戸地区）　（秋には、蕎麦か大豆が栽培されます。）

沓
掛　
計
三 

議
員

１
、
青
木
村
の
農
業
対
策
に
つ
い
て
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建
設
農
林
課
長
答
弁

　
　

こ
の
問
題
に
特
効
薬
は
な
い
。

農
業
委
員
会
に
よ
る
荒
廃
農
地
の

調
査
・
報
告
に
よ
り
、
解
消
に
向

け
た
取
り
組
み
を
し
て
い
る
。
今

後
各
交
付
金
制
度
を
利
用
し
な
が

ら
地
道
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

（
問
）　
農
業
経
営
者
の
意
見
懇
談
会

を
多
く
す
る
と
共
に
、
村
の
土

地
改
良
事
業
補
助
金
規
則
等
現

状
に
合
っ
た
制
度
に
改
正
を
。

建
設
農
林
課
長
答
弁

　
　
農
業
政
策
は
農
業
者
の
経
営
安

定
が
大
切
で
、
農
業
者
か
ら
情
報

収
集
し
、
共
有
を
図
り
な
が
ら

の
農
政
推
進
が
必
要
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。
ま
た
、
補
助

金
規
定
は
関
係
者
の
意
見
、
要

望
を
聞
き
、
必
要
な
も
の
は
改

正
等
対
応
し
て
い
く
。

（
問
）　
水
田
は
一
時
的
に
自
然
の
ダ

ム
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
保
水
力
が
あ

る
。
荒
廃
化
に
よ
り
災
害
の
発
生

の
一
要
因
と
な
り
は
し
な
い
か
。

建
設
農
林
課
長
答
弁

　
　
水
田
の
も
つ
多
面
機
能
の
一
つ

で
あ
る
保
水
力
が
失
わ
れ
る
と
、

水
を
貯
め
ら
れ
ず
流
出
し
て
し

ま
う
事
態
が
起
き
か
ね
な
い
。
各

種
の
支
援
事
業
を
活
用
し
、
農

地
や
農
業
施
設
等
の
維
持
管
理

に
よ
り
災
害
軽
減
に
な
る
と
考

え
て
い
る
。
今
後
も
、
荒
廃
農

地
の
拡
大
防
止
・
荒
廃
農
地
解

消
に
努
め
て
い
く
。

知
し
て
い
る
。

（
問
）　
ゲ
ノ
ム
編
集
ト
マ
ト
苗
の
小

学
校
へ
の
無
償
配
布
に
つ
い
て

は
、
全
国
各
地
で
反
対
運
動
が

起
き
て
い
る
。
も
し
青
木
小
学

校
に
無
償
配
布
さ
れ
る
と
連
絡

が
あ
っ
た
場
合
、
ど
の
よ
う
に

対
応
す
る
予
定
か
。

教
育
長
答
弁

　
　
現
在
の
と
こ
ろ
、
連
絡
は
来
て

い
な
い
。
ゲ
ノ
ム
編
集
を
し
た

と
分
か
っ
て
い
る
ト
マ
ト
の
苗

を
受
け
取
る
必
要
は
な
い
と
考

え
て
い
る
。

（
問
）　
肥
料
・
飼
料
価
格
高
騰
を
受

け
、
有
機
農
業
が
見
直
さ
れ
て
お

り
、
国
も
長
野
県
と
し
て
も
有

機
農
業
を
推
進
し
て
い
く
動
き

が
あ
る
が
、
青
木
村
と
し
て
ど

の
よ
う
に
進
め
て
い
く
考
え
か
。

建
設
農
林
課
長
答
弁

　
　
村
で
は
第
６
次
青
木
村
長
期
振

興
計
画
の
中
に
お
い
て
、
有
機

農
業
は
消
費
者
と
密
接
に
つ
な

が
り
、
農
業
、
農
村
の
新
た
な

価
値
の
創
出
を
図
る
こ
と
と
し
、

重
点
施
策
の
一
つ
に
位
置
づ
け

て
い
る
。
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業

を
基
軸
に
、
有
機
農
業
実
践
者
の

自
主
性
を
尊
重
し
つ
つ
、
こ
れ
か

ら
も
引
き
続
き
支
援
を
続
け
、
一

歩
一
歩
着
実
に
活
力
あ
る
村
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

体
の
動
き
も
注
視
し
な
が
ら
対

応
を
考
え
て
い
く
。

（
問
）　
今
後
の
企
業
誘
致
に
お
い
て

は
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
や
周
辺
機

器
な
ど
の
成
長
し
て
い
る
産
業

に
も
目
を
向
け
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

村
長
答
弁

　
　
企
業
誘
致
は
村
の
活
性
化
に
大

き
く
寄
与
す
る
の
で
、
上
田
周

辺
自
治
体
や
教
育
機
関
な
ど
と

連
携
し
て
、
青
木
村
に
合
っ
た

優
良
企
業
の
誘
致
を
目
指
し
て

い
き
た
い
。

2 

ゲ
ノ
ム
編
集
ト
マ
ト
苗
の
対
応
は

（
問
）　
有
機
給
食
に
つ
い
て
国
と
し

て
の
支
援
策
も
で
き
て
い
る
が
、

活
用
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
動

き
は
な
い
か
。

教
育
長
答
弁

　
　
ま
ず
は
有
機
食
材
を
安
定
し
て

生
産
で
き
る
体
制
を
整
え
て
も

ら
う
こ
と
が
第
一
で
は
な
い
か

と
考
え
る
。
そ
の
後
、
ど
の
時

期
に
ど
の
よ
う
な
食
材
の
供
給

が
可
能
か
、
ま
た
値
段
は
ど
う

か
と
い
う
相
談
に
な
っ
て
く
る
。

（
問
）　
ゲ
ノ
ム
編
集
ト
マ
ト
苗
の
全

国
の
小
学
校
、
福
祉
施
設
へ
の

無
償
配
布
が
さ
れ
る
動
き
が
あ

る
が
。

教
育
長
答
弁

　
　
調
べ
た
と
こ
ろ
、
そ
の
よ
う
な

事
案
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
承

１ 

ｅ
ス
ポ
ー
ツ
の
活
用
を

（
問
）　
今
や
国
体
の
文
化
プ
ロ
グ
ラ

ム
と
し
て
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
が
採
用

さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
現
在
ｅ

ス
ポ
ー
ツ
が
様
々
な
分
野
で
活

用
さ
れ
て
き
て
い
る
こ
と
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
。

村
長
答
弁

　
　
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
は
今
後
の
成
長
産

業
で
あ
り
、
若
者
を
中
心
と
し
て

発
展
し
て
い
く
も
の
と
考
え
る
。

大
い
に
ア
ン
テ
ナ
を
高
く
し
て
、

成
り
行
き
を
見
守
っ
て
、
活
用

す
る
と
こ
ろ
は
し
て
い
き
た
い
。

（
問
）　
健
康
分
野
に
お
い
て
高
齢
者

の
健
康
維
持
の
た
め
に
活
用
で　

き
な
い
か
。

住
民
福
祉
課
長
答
弁

　
　
い
く
つ
か
の
自
治
体
と
民
間
等

が
連
携
し
て
効
果
の
検
証
が
行

わ
れ
て
い
る
が
、
全
国
的
に
は
始

ま
っ
た
ば
か
り
だ
。
今
後
の
動
向

を
見
据
え
て
考
え
て
い
き
た
い
。

（
問
）　
社
会
教
育
を
含
め
て
教
育
分

野
で
活
用
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
か
。

教
育
長
答
弁

　
　
将
来
的
に
は
公
民
館
活
動
や
社

会
教
育
と
し
て
取
り
入
れ
、
大
勢

の
方
た
ち
の
生
涯
学
習
の
場
と

し
て
、
活
用
の
場
を
構
築
し
て
い

く
こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ
る
が
、

ク
リ
ア
し
な
く
て
は
な
ら
な
い

課
題
も
あ
る
の
で
、
周
辺
自
治

1
、
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て

2
、
食
と
農
に
つ
い
て

坂
井
　
弘 

議
員

宮
入　
隆
通 

議
員

2021年男子中学生の将来なりたい職業の
2位がプロeスポーツプレーヤー、
8位はゲームの実況者（ソニー生命調べ）

画像は東京ゲームショウ CAPCOM Pro 
Tour 2019 アジアプレミア

国としても有機農業を推進している
（みどりの食料システム戦略より）
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ま
れ
る
に
至
っ
た
背
景
」「
事
業
の

具
体
例
」
の
内
容
で
講
演
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
の
後
「
特
定
非
営
利

　
令
和
４
年
10
月
12
日
、
当
青
木
村

に
お
い
て
両
村
議
会
議
員
の
懇
談
会

が
青
木
村
文
化
会
館
に
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
今
年
度
も
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
予
防
の
観
点
か
ら
研
修
会
の
み
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
研
修
内
容
は
、
初
め
に
「
青
木
村

の
教
育
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
青
木

村
沓
掛
教
育
長
か
ら
青
木
村
の
イ
ン

ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
に
取
り
組
ん
で
い

る
実
態
を
「
青
木
村
の
特
徴
」「
イ

ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
シ
ス
テ
ム
構
築

モ
デ
ル
事
業
の
趣
旨
」「
事
業
が
生

「村のこと」「議会のこと」
ご意見・ご要望・ご提案をお寄せください！
　平素は、村議会に対しご高配をいただき心より感謝申
し上げます。
　さて、新型コロナウイルス感染症は４年目に向かわんと
し、変らず猛威を奮っております。
　そのような状況の中、議会報告会と住民懇談会につい
ては、感染予防の観点から開催を自粛しております。し
かしながら議会では、村民の皆様の貴重なご意見をぜひ
お聞きし、今後の議会活動や村への働きかけに生かして
いきたいと思っております。
　村や議会に対してのご意見・ご要望・ご提案を下記も
しくは、お近くの各議員までお寄せください。お待ちして
おります。

青木村議会事務局 電   話 : 49-0111
Email：gikai@vill.aoki.nagano.jp
〒386-1601  青木村大字田沢 111 番地

進
捗
状
況
の
確
認
で
す
。
視
察
箇
所

は
　
一
と
し
て
、合
金
の
鋳
造
、加
工
、

組
立
を
手
掛
け
る
夫
神
地
区
の
㈱

キ
ャ
ス
テ
ク
の
見
学
で
す
。
昭
和
37

年
に
上
田
市
で
設
立
し
、
昭
和
63
年

に
青
木
村
に
本
社
・
工
場
を
移
転
新

設
し
ま
し
た
。
事
業
内
容
は
①
銅
合

金
製
品
の
鋳
造
・
加
工
、
②
ア
ル
ミ

ニ
ウ
ム
軽
合
金
製
品
の
鋳
造・加
工
、

③
鉄
鋳
物
製
品
の
鋳
造・加
工
で
す
。

青
木
村
の
本
社
・
工
場
の
ほ
か
に
、

上
田
市
長
瀬
に
丸
子
工
場
、
辰
野
町

に
子
会
社
の
㈱
リ
ッ
ポ
ー
を
有
し
て

い
ま
す
。
従
業
員
は
約
1
0
0
名
、

17
億
円
超
の
売
上
高
で
20
億
円
の
売

上
高
を
目
指
し
て
い
る
企
業
で
す
。

平
成
28
年
度
に
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

風
力
水
力
発
電
装
置
の
開
発
を
進
め

て
お
り
、
現
在
２
基
稼
働
中
で
す
。

に
於
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
提
出
さ
れ
た
案
件
は
、
決
算
認
定

案
件
４
件
、
補
正
予
算
案
件
２
件
、

専
決
処
分
案
件
１
件
で
し
た
。

　

令
和
３
年
度
決
算
額
は
、
一
般

会
計
・
特
別
会
計
合
計
で
歳
入
合

計
49
億
２
４
６
９
万
円
余
、
歳
出

46
億
７
１
７
７
万
円
余
、
実
質
収
支

２
億
５
２
９
２
万
円
余
の
黒
字
と
な

り
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
度
補
正
予
算
に
つ
い

て
は
、
燃
料
・
電
気
代
等
の
高
騰

に
よ
る
光
熱
水
費
を
一
般
会
計

５
４
９
９
万
円
余
、
消
防
特
別
会
計

５
３
３
万
円
余
を
そ
れ
ぞ
れ
増
額
し

ま
し
た
。

　
専
決
処
分
の
丸
子
消
防
署
災
害
対

応
特
殊
水
槽
付
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

の
購
入
案
件
に
つ
い
て
は
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　
ま
た
、
３
名
の
議
員
か
ら
、
資
源

循
環
型
施
設
建
設
、
ご
み
処
理
広
域

化
計
画
と
３
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の

課
題
、
広
域
観
光
の
将
来
性
、
地
域

医
療
対
策
、
適
切
な
第
二
次
救
急
医

療
利
用
の
周
知
、
消
防
行
政
に
つ
い

て
の
一
般
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

（
金
井  

と
も
子
）

　
令
和
4
年
10
月
28
日
に
実
施
し
ま

し
た
。
当
委
員
会
が
所
管
す
る
事
業

所
の
状
況
、及
び
事
業
箇
所
の
把
握・

活
動
（
N
P
O
）
法
人
た
ん
と
」
が

経
営
さ
れ
て
い
る
、
発
達
障
害
に
悩

む
就
学
前
に
お
け
る
児
童
の
早
期
の

相
談
・
支
援
の
充
実
を
目
的
に
設
置

さ
れ
た
「
た
ん
と
キ
ッ
ズ
あ
お
き
」

に
移
動
し
て
、
施
設
見
学
と
責
任
者

か
ら
利
用
状
況
の
実
態
の
説
明
を
聞

く
機
会
を
得
、
一
人
も
取
り
残
さ
な

い
教
育
の
実
態
に
触
れ
る
こ
と
が
で

き
感
銘
を
受
け
た
研
修
会
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
松
澤  

正
登
）

　
令
和
４
年
10
月
上
田
地
域
広
域
連

合
議
会
定
例
会
が
、
10
月
25
日
か
ら

27
日
ま
で
丸
子
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー

総務建設産業委員会村内視察（㈱キャステクにて）

筑
北
村
・
青
木
村
議
会

議
員
懇
談
会

上
田
地
域
広
域
連
合

議
会
定
例
会

筑北村議会との研修会（たんとキッズあおき前）

総
務
建
設
産
業
委
員
会

村
内
現
地
視
察
報
告
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住
及
び
財
政
基
盤
の
充
実
に
つ
い
て

説
明
い
た
だ
き
、
意
見
交
換
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
本
田
技
研
工
業
の
完
成
車
工
場
で

あ
る
寄
居
工
場
の
見
学
で
は
、
最
新

鋭
の
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
る
自
動
車
製
造

の
現
場
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
工
場
内
は
と
て
も
清
潔
で
、
作

業
に
携
わ
る
方
も
白
の
作
業
着
を
着

て
い
ま
し
た
。
汚
れ
た
も
の
を
着
な

い
こ
と
で
車
を
き
れ
い
な
状
態
で
つ

く
る
、
と
い
う
企
業
姿
勢
を
感
じ
ま

し
た
。ま
た
、様
々
な
重
労
働
で
あ
っ

た
作
業
を
ロ
ボ
ッ
ト
が
行
う
こ
と
に

よ
っ
て
、働
く
人
の
こ
と
を
考
え
た
、

労
働
環
境
の
整
っ
た
工
場
に
な
っ
て

い
る
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。　
　
　
　
　

 　
（
宮
入  

隆
通
）

　
長
野
県
地
方
自
治
政
策
課
題
研
修

会
が
、
令
和
４
年
11
月
４
日
長
野
市

に
て
開
催
さ
れ
、
本
来
な
ら
ば
全
議

員
が
参
加
す
べ
き
と
こ
ろ
、
出
席
人

数
制
限
の
た
め
正
副
議
長
と
常
任
委

員
長
２
名
の
計
４
名
の
出
席
と
な
り

ま
し
た
。

　
今
回
の
主
た
る
テ
ー
マ
は
地
方
移

住
で
あ
り
、
３
名
の
講
師
よ
り
講
演

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ふ
る
さ
と
回
帰

支
援
セ
ン
タ
ー
副
事
務
局
長
の
稲
垣

文
彦
氏
よ
り
「
都
会
か
ら
の
回
帰
」

と
題
し
、
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

同
氏
は
工
学
博
士
で
、
地
域
お
こ
し

協
力
隊
サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク
ス
ー
パ
ー

バ
イ
ザ
ー
で
も
あ
り
、
総
務
省
地
域

力
創
造
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
も
ご

活
躍
い
た
だ
い
て
い
る
方
で
す
。
内

閣
官
房
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

本
部
人
口
創
出
・
拡
大
の
た
め
の
対

流
促
進
事
業
選
定
委
員
と
し
て
の
立

場
か
ら
、
季
節
に
合
わ
せ
た
生
活
や

誰
か
と
一
緒
に
楽
し
く
な
ど
地
域
貢

献
に
関
し
た
こ
と
、
自
分
た
ち
の
軸

を
尊
重
し
、
田
舎
の
人
間
力
を
実
感

し
、
毎
日
の
暮
ら
し
を
丁
寧
に
、
な

ど
農
あ
る
暮
ら
し
に
つ
い
て
講
演
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
次
に
、
山
村
ま
ゆ
氏
が
「
信
州
で

の
農
あ
る
暮
ら
し
の
実
践
」と
題
し
、

海
外
の
人
材
確
保
に
も
力
を
入
れ
て

お
り
、
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
の
エ
ン
ジ
ニ

ア
12
名
と
技
能
実
習
生
12
名
が
働
い

て
い
ま
す
。
今
後
さ
ら
に
海
外
の
人

材
確
保
を
図
る
と
の
こ
と
で
す
。

　
二
と
し
て
、
岡
石
工
業
地
整
備
に

伴
う
周
辺
道
路
等
工
事
の
視
察
で

す
。
工
事
箇
所
は
①
国
道
1
4
3

号
改
良
工
事
箇
所　
令
和
4
年
度
通

学
路
緊
急
対
策
工
事
で
工
期
は
令
和

5
年
6
月
ま
で
で
す
。
②
令
和
4
年

度
村
道
当
郷
国
道
北
3
号
線
及
び
6

号
線
改
良
工
事
箇
所　
工
期
は
令
和

5
年
3
月
ま
で
で
す
。
③
令
和
4
年

度
農
業
用
水
路
等
長
寿
命
化
、
防
災

減
災
事
業
当
郷
地
区
柿
の
木
水
路
改

良
工
事
箇
所　
工
期
は
令
和
5
年
3

月
ま
で
で
す
。
④
令
和
4
年
度
国
道

1
4
3
号
歩
道
設
置
に
伴
う
配
水

管
布
設
替
工
事
箇
所　
工
期
は
令
和

5
年
3
月
ま
で
で
す
。

　
岡
石
工
業
地
に
㈱
竹
内
製
作
所
青

木
工
場
の
建
設
工
事
が
進
め
ら
れ
て

お
り
、
岡
石
工
業
地
の
ア
ク
セ
ス
向

上
や
歩
行
者
の
安
全
確
保
を
図
る
た

め
の
も
の
で
す
。
又
、
農
業
用
水
路

の
防
災
減
災
事
業
と
し
て
、
流
形
等

の
改
良
工
事
で
す
。
国
道
1
4
3

号
と
岡
石
工
業
地
入
口
の
村
道
と
の

交
差
点
に
信
号
機
が
設
置
さ
れ
る
こ

と
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
村
内
視
察
を
通
じ
て
、

企
業
訪
問
、
工
事
箇
所
の
現
地
確
認

に
よ
り
、
議
会
活
動
を
し
て
参
り
ま

す
。　
　
　
　
　
　

 （
居
鶴　
貞
美
）

ス
イ
ス
の
野
菜
農
家
へ
フ
ァ
ー
ム
ス

テ
イ
し
た
こ
と
か
ら
自
然
豊
か
な
土

地
で
土
と
植
物
に
触
れ
暮
ら
し
た
い

と
の
思
い
を
持
ち
、
塩
尻
市
の
古
民

家
へ
移
住
さ
れ
、
ず
っ
と
あ
こ
が
れ

て
い
た
信
州
で
の
生
活
体
験
を
話
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
山
村
氏
は
、
長

野
県
農
あ
る
暮
ら
し
相
談
セ
ン
タ
ー

農
業
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
も
活
躍

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
柳
澤
拓
道
氏
か
ら
は
「
地
方
移
住

と
超
ま
ち
づ
く
り
」
と
題
し
、
新
し

い
移
住
×
暮
ら
し
×
仕
事
の
可
能
性

に
つ
い
て
、
自
身
は
東
京
都
出
身
で

あ
り
、
東
京
一
極
集
中
に
限
界
を
感

じ
、
子
育
て
を
機
に
佐
久
市
へ
家
族

移
住
、
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス

「
ワ
ー
ク
テ
ラ
ス
佐
久
」、
地
域
副
業

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
「
Ｙ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｚ

Ｅ
！
」
を
運
営
し
て
お
り
、
地
方
で

の
仕
事
や
家
族
の
生
活
等
の
講
演
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
宮
下  

壽
章
）

　
令
和
４
年
11
月
16
日
、
青
木
村
商

工
懇
談
会
が
商
工
会
館
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
村
長
、
商
工
観
光
移
住
課
長
、
正

副
議
長
、
総
務
建
設
産
業
委
員
が
出

席
し
、
商
工
会
事
務
局
か
ら
全
国
・

長
野
県
・
東
信
地
区
・
青
木
村
の
景

況
調
査
の
結
果
説
明
の
後
、
青
木
村

商
工
業
、
商
工
会
の
現
況
に
つ
い
て

関
係
者
か
ら
説
明
が
あ
り
、
各
業
界

と
も
に
経
営
、
経
済
活
動
は
厳
し
い

と
の
お
話
で
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

終
息
の
見
通
し
が
つ
か
な
い
中
、
次

年
度
も
新
型
コ
ロ
ナ
対
応
の
支
援
を

引
き
続
き
お
願
い
し
た
い
と
の
要
望

が
あ
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
（
松
澤  

正
登
）

　
令
和
4
年
11
月
14
日
に
埼
玉
県
寄

居
町
に
て
視
察
研
修
を
実
施
し
ま
し

た
。
視
察
先
は
寄
居
町
議
会
と
本
田

技
研
工
業
株
式
会
社
埼
玉
製
作
所
寄

居
工
場
で
し
た
。

　
寄
居
町
議
会
で
は
議
会
広
報
誌
・

教
育
行
政
・
企
業
誘
致
に
つ
い
て

説
明
い
た
だ
き
、
意
見
交
換
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
寄
居
町
議

会
の
議
会
広
報
誌
は
全
国
コ
ン
ク
ー

ル
で
最
優
秀
賞
を
何
度
も
受
賞
さ
れ

る
な
ど
、
全
国
的
に
有
名
で
、
そ
の

つ
く
り
方
を
学
び
ま
し
た
。『
読
ま

れ
な
い
議
会
だ
よ
り
に
出
す
意
味
な

し
！
』
と
の
編
集
方
針
の
も
と
、
い

か
に
議
会
だ
よ
り
を
手
に
取
っ
て
読

ん
で
も
ら
え
る
か
を
最
優
先
に
つ
く

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
青
木
村
議
会
と

し
て
も
今
後
の
議
会
だ
よ
り
づ
く
り

の
参
考
と
な
り
ま
し
た
。
教
育
行
政

で
は
民
間
の
学
習
塾
と
連
携
し
た

「
よ
り
・
E
塾
」
の
取
組
に
つ
い
て
、

企
業
誘
致
で
は
雇
用
創
出
と
若
者
定

長
野
県
地
方
自
治
政
策

課
題
研
修
会

青
木
村
商
工
懇
談
会

議
会
視
察
研
修

議会視察研修（埼玉県寄居町）
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議会報酬研究会（議会報酬研究会委員）
長野県地方自治政策課題研究会（正副議長、常任委員長）
町村議会議長全国大会（議長）
行政視察〈埼玉県寄居町〉
商工懇談会（正副議長、総務建設産業委員）
全員協議会
デジタル化検討委員会（デジタル化検討委員）
広域消防発足50周年記念式典（議長）
例月監査（監査委員）
保育園未満児保育室増築工事竣工式（議長）

４日／
４日／
９日／

14 日／
16 日／
21 日／
21 日／
24 日／
29 日／
30 日／

議会運営委員会（議会運営員）
議会開会
全員協議会
社会文教委員会（社会文教委員）
議会一般質問
議会審議採決
全員協議会
議会報編集委員会（議会報編集委員）
デジタル化検討委員会（デジタル化検討委員）
例月監査（監査委員）

1 日／
7 日／
7 日／
7 日／
９日／

13 日／
13 日／
13 日／
19 日／
27 日／

上田市議会視察研修
デジタル化検討委員会（デジタル化検討委員）
上田地域広域連合議会（正副議長）
上田地域広域連合議会（正副議長）
青木村及び上田市共有財産組合議会

（共有財産組合議会議員）

6 日／
13 日／
20 日／
22 日／
24 日／

成人式（正副議長・社会文教委員）
出初式（正副議長、総務建設産業委員）
議会報編集委員会（議会報編集委員）
デジタル化検討委員会視察研修〈下諏訪町・高森町〉

（デジタル化検討委員）
議会報編集委員会（議会報編集委員）
上田地域市町村議会議員研修会
上田地域広域連合議会行政視察（正副議長）
町村議会広報研修会（議会報編集委員）
全員協議会
例月監査（監査委員）
上田地域広域連合議会代表者会（議長）
デジタル化検討委員会（デジタル化検討委員）

２日／
８日／

13 日／
17 日／

19 日／
23 日／
24 日／
25 日／
27 日／
27 日／
30 日／
30 日／

今後の予定

　夜、寝る前に考え事をした。今は物価高で、あ
りとあらゆるものが値上げになっている。インフレ
の状態はお金の価値が下がっていることも意味し
ている。100円で買えていたものが120円となれ
ば、それだけお金の価値が下がっているというこ
とだ。けれども、そもそもお金に価値はあるのだ
ろうか？ みんなが100円玉を100円と思っていて、
同じ価値と思えるものと交換しているにすぎない
のではないか。お金に左右されない価値のあるも
のがこれからは求められているのではないのか…
答えがなかなか出ないことを考えてしまったと少し
後悔。今日のところはここで終わり。寝ることにし
よう。　　　　　　　　　　　　　　　　（M・T）

住民の

声
　　　　　　2021年5月に夫神に自家焙煎珈琲と
　　　　　　手作りケーキのお店「ワタリドリの
　　　　　　カフェ」をオープンしました。千葉
から青木村に引っ越してきて2年、地域の皆さま
の優しさに甘えながら、居心地良く青木村生活を
楽しんでいます。「ワタリドリのカフェ」を運営す
る株式会社ワタリドリは私たち夫婦２人で経営し
ている小さな IT企業です。週末は二人でカフェ営
業。平日は夫はエンジニアとして幾つかのプロジ
ェクトに参画しています。一方、元エンジニアの
私はワークショップの運営やファシリテーター、
企業研修、大学関連など、主に人づくりや場づく
りの仕事をしています。その中には地域に関わる
案件もあります。
いろいろな地域を見ていると、同じく地域活性化
を図る市町村でもそれぞれ持っている雰囲気が異
なることに気がつきました。攻めている地域、包
容力のある地域など様々です。青木村はどうか
な？と考えてみると「守り」「落ち着き」といった
言葉が私の頭の中に浮かびます。派手な動きでは
なく穏やかに大切なものを守ろうと活動している。
そんな印象です。
そんな青木村に移住した私たちの次のチャレンジ
はクラフトビールです。その一歩目として一般酒
類小売業免許を取得しました。夫神でワタリドリ
ビールを販売します。二歩目、三歩目もお楽しみに。
他にもやりたいことはたくさんあるし、誰かのワ
クワクの伴走もしていけたらと思っています。一
緒にワクワクしたい人、ぜひワタリドリのカフェ
に遊びに来てください！

鳥 海 昌 代
ワタリドリのカフェ 信州・青木村

ふるさと景観100選 青木村から四阿山を望む

11月

12月

1月

2月

編集後記

AO
KIM
UR
A

青木村議会日誌
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